
 
 
 
 

学校だよりでは、学校努力点をふまえた授業の一場面を、紹介していきます。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

天白特別支援学校と交流会を行いました 
１１月７日（火）、５年生の児童が、天白特別支援学校との交流会を行いました。

当日は、総合的な学習の時間の「福祉について考えよう」で、自分たちで計画を立て

て準備をしてきた「輪投げ」や「ボウリング」などを、天白特別支援学校の友達と一

緒に楽しみました。特別支援学校の友達とどうしたら楽しめるかを考えて準備をして

きた子どもたちは、交流会の大成功にうれしそうな笑顔が見られました。  

～交流会の様子～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより（児童数配付）                      令和５年１２月８日 
 

        はばたけ 植北！   No.1４ 
名古屋市立植田北小学校 

     

１１/１５（水）４年２組 総合的な学習の時間「福祉について考えよう」 

＜授業実践＞  

 「誰もが幸せな社会をつくるためにできること」というテーマ 

に対し、車いすや点字の体験を通して考えた「課題」を基に 

プロジェクトの具体的な「ゴール」（自分にできること）を 

考えました。 

 

＜子どもの様子＞  

 車いすや点字の体験で気付いたことや考えたことをもとに、「誰もが幸せな社会をつくる」

ために、自分たちにできること（ゴール）を考えました。体験を通して考えた課題が似ている

友達とグループを組み、タブレットで調べたり、友達と意見交換をしたりしました。「車いす

で生活をしている人が、階段の上り下りを簡単にできるようにするために自分にできることは

ないか」「目が不自由な人のために、点字はどこで使われているのだろう」などと、自分の考

えを広げたり、深めたりすることができました。 

【友達と意見交換をする様子】 



 
📱スマホ安全教室を行いました📱 
 １１月８日（水）、６年生を対象に「スマホ安全教室」

を行いました。小学校高学年の子どもたちがスマートフォ

ンやインターネットを使う際に起こりやすいトラブルの事

例を「怖さ」を実感できる動画を見て学習しました。 

「メッセージのやり取りをする場合は、文字だけでのや

り取りとなるため、自分の思いが正しく相手に伝わらない

可能性があること」や「インターネット上で仲良くなった

人を、すぐに信用することの怖さや会いに行くことの危険

性」などについて考えました。 

ご家庭でも、スマートフォンやインターネットを利用する際の約束について、ぜひ

話し合ってみてください。 

 

 

赤い羽根共同募金を行いました 

１１月７日（火）～９日（木）に、代表委員会が中心と

なり、「赤い羽根共同募金」を行いました。赤い羽根の募

金は、「子ども家庭」「障がいのある方」「高齢の方」

「災害」「地域福祉」の５つの分野ごとの社会課題解決に

活用されます。 

今回の取り組みで、植田北小学校では、９ ,０４５円の

募金が集まりました。皆さんのご協力ありがとうございま

した。 

 

 

🍚栄養教諭による「食に関する指導」を行いました🥢 

 １１月１５日（水）・２７日（月）に、１年生を対象に、栄養教諭による「食に関

する指導」を行いました。「給食のひみつを知ろう」をテーマに、給食を作っている

場所や調理員さんの人数、作られる給食の量、使っている道具などについて話を聞き

ました。調理員さん３人で４４０人分の給食を作っていることを知り、驚く様子がみ

られました。また、直径１ｍもある大きな回転釜と同じ大きさの紐の輪の中に何人入

れるかを試したり、自分の身長と同じくらいの長さの「かい」という道具を使って、

かき混ぜる体験をしたりしました。最後の感想では「たった３人で、４４０人分の料

理を作るなんてすごい」や「大きな道具を使って料理を作るのは大変」などと、調理

員さんの大変さに気付くことができました。毎日給食を作ってくださっている調理員

さんに感謝の気持ちをもって、たくさん給食を食べてほしいと思います。  

 

【スマホ安全教室の様子】 

【「食に関する指導」の様子】 

【募金活動の様子】 


